
　図面番号

　工事名称

Ａ－０１

　承認覧　備考

　日付

　尺度

　図面名称

都市整備部

建築政策課

福岡県行橋市中央一丁目１番１号
ＴＥＬ：０９３０－２５－１１１１

行橋市役所
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「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」(建設リサイクル法)の対象となる工事に

該当（※現場説明書による。・する　・しない）

 指定副産物　（原則として再資源化施設へ持込むもの）

 その他の副産物

・廃プラスチック

　(アスファルト塊） ・木くず

・汚泥

・ガラス、陶磁器くず ・廃石こうボード ・金属くず

 特別管理産業廃棄物

・廃石綿等

・廃ＰＣＢ等

建　設　副　産　物　の　処　理　に　つ　い　て

　(コンクリート塊）・がれき類

・建設発生土
　指定副産物の工事現場からの搬出、再生資材等の利用等については、「リサイクル原
  則化ルール（平成１８年６月１２日策定）」により実施する。
　建設汚泥については、｢建設汚泥の再生利用に関するガイドライン
（平成１８年６月１２日事務次官通知）｣に従い、建設汚泥の再生利用を推進する。

・繊維くず

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の
推進に関する特別措置法」に従い、報告書の作成・届出を行うとともに、適正に保管
できるようにして施設管理者に引き渡すこと。

　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、
建設副産物の発生抑制、再利用、適正処理を推進する。
　現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごと
に分別し指定された場所へ集積すること。
　また、施工区分表に積み込み・運搬・処分までの指示がある工事については、現場
内に分別保管場所を設置するとともに、再生資源の利用の促進に関する法律、建設工
事に係る資材の再資源化等に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設
廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い
、指定された方法により適正に処理を行うこと。
 ｢建設工事に係る資材の再資源化に関する法律(平成１２年５月３１日法律第１０４
号)｣規定されている事項について、建築工事における対応については、｢建築工事に
おける建設副産物管理マニュアル（平成１８年６月１２日付国営環第４号｣による。
　工事に際しては、工事着手時に建設副産物処理計画書、再生資源利用計画書等を、
工事竣工時に建設副産物の処理結果報告書、再生資源利用実施書等を提出すること。

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル（環境庁大気保全局）」及び
「石綿障害予防規則(平成17年7月1日施行)」に従い、収集、運搬、処分を行う。

（1.3.11）

仮設間仕切等の種別

2．養生

3．仮設間仕切 （2.3.2）（表2.3.1）
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（各章共通）

（各章共通）

（1.7.3）

２
　
　
仮
　
　
設
　
　
工
　
　
事

１．工事名称

２．工事場所

３．工事概要は別紙（仕上表）による。

５．その他

　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　

４．別途工事　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　

福　岡　県　改　修　工　事　特　記　仕　様　書

Ⅱ　建築工事仕様

Ⅰ　工事概要

１．標　準　仕　様

  図面及び特記仕様書に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書

　ただし、改修標仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事

２．特　記　仕　様

１）項目は番号に○印のついたものを適用する。

２）特記事項は　○印のついたものを適用する。

   　　印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

１
　
　
一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

５）形状寸法の単位は特記なきかぎり、ミリメートルとする。

４）特記事項に記載の「      」内表示番号は、公共建築工事標準仕様書の当該項目、当該図、または当該表を示す。

３）特記事項に記載の（　    ）内表示番号は、公共建築改修工事標準仕様書の当該項目、当該図、または当該表を示す。

   　　印と　※印のついた場合は、共に適用する。

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

 1 ．適用基準等 図面もしくは特記仕様書に記載なき場合は、以下の仕様書による。

       部監修}（以下「標準仕様書」という。）による。

       営繕部監修}

１.適用仕様等、図面、特記仕様書に記載なきものについては、以下の基準、指針、要領、標準 2 ．補足基準等

（10）｢建築物解体等に係るアスベスト飛散防止対策マニュアル｣　環境省大気保全局 

（９）｢建設廃棄物処理指針｣　厚生労働省生活衛生局

（８）｢解体工事安全施工指針｣　建設業労働災害防止協会

（４）｢擁壁設計標準図　平成12年版｣　建設省大臣官房官庁営繕部監修

（７）｢建築工安全施工技術指針・同解説｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

（２）｢建築工事標準詳細図　平成 28 年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

   図等による。

                                                 （環境庁アスベスト飛散防止対策研究会）

（11）｢建築物等の解体等工事における石綿粉じんへのばく露防止マニュアル（新版）」

                                                               建設業労働災害防止協会

（15）｢解体工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

（16）｢植栽工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

（15）｢解体工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

（14）｢建築工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

（13）｢建築工事標準仕様書・同解説」　日本建築学会

（12）｢官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説(平成８年版)」建設大臣官庁営繕部監修

 3 ．適用範囲等

（1.3.5）

（1.3.3）

（1.2.1）

備　　　考原版の大きさ

 24×36以上又は
 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像

※１部

部数

※サービス版

規　格

・モノクロ
※カラー

分　類

※着工前

・モノクロ
※カラー ※サービス版

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像
 24×36以上又は

※施工中

※サービス版・モノクロ
※カラー ・ 100×125以上

※ 24×36以上※完成時 ※２部

注　記
電子データはRGB(フルカラー)、JPEG形式最高画素としCD-Rで提出する。

デジタル撮影時200万画素以上300dpi以上

撮影業者は建築完成写真の撮影実績がある者で、監督員が承諾する撮影者(着工前、

施工中)、監督員の承諾する専門業者(完成)とする。

区　分

（1.2.4）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（ ）

・（ ）

・（ ）

※１部

･１部

　　　　　　TEL　092-411-3664  FAX　092-411-3486
　　（-財）日本建設情報総合センター九州地方センター

（1.1.4）

（1.1.12）

書の優先順位は、次の（１）～（４）の順番とする。

　すべての設計図書は相互に補完するものとする。ただし設計図書に相違がある場合、設計図

 4 ．現場に常備する

     図面等 事務所に常備し監督職員の確認を得ること。

 5 ．工事実績等の登録

　を建築都市総務課契約室に提出しなければならない。

　ならない。　また、（-財）日本建設情報総合センター発行の「登録内容確認書」の写し

　総務課契約室の確認を受けた後に、（-財）日本建設情報総合センターに提出しなければ

　工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき、「建設情報実績」を作成し、建築都市

　登録内容の変更時は変更があった日から１０日以内に、完成時は完成後１０日以内に、

　請負者は、工事請負額が５００万円以上の工事について、受注時は契約後１０日以内に、

（１）質問回答書　　（（２）から（５）に対するもの）

（17）｢黒板、畳、襖工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

（２）現場説明書

（３）特記仕様書

（４）図面

　上記の「１.適用仕様書」及び「２.補足基準」のうち、当該工事に係る図書等については現場

　問い合わせ先　　〒812-0016　福岡市博多区博多駅東3-11-28博多サンシティビルⅡ6F

※現場説明書による。請負者は下請け契約を行う全ての工事で施工体制台帳を

　作成し、工事現場に据え置くとともに、その写しを監督員に提出すること。

　工事の施工に当たり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、直ちにその状況

　を監督員に報告する。　その後の措置については、監督員の指示に従う。

概成工期（平成　　年　　月　　日）

     埋蔵物

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※適用する（工事用電力設備の保安責任者が兼ねる。　）　・適用しない　　

　各工程ごとに作業時の状況がわかるように黒板(工事名、撮影箇所、年月日等記入)､

　スケール等をあて撮影する。　建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方」

　改訂第２版による。

工事日報は、工事記録を兼ねることができる。

下記要領により撮影し、写真帳に説明を記入のうえ提出する。（原版は撮影業者が保管する。）

監督員の承諾する専門業者

よる。
外観・内部、監督員の指示に

（原版提出不要）
監督員の承諾する撮影者

監督員の承諾する撮影者
（原版提出不要）

　建築基準法、労働安全衛生法、その他関係法令等に定めるところによるほか、

建設工事公衆災害防止対策要綱に従うとともに、建築工事安全施工技術指針を参考に、

常に工事の安全に留意して現場管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に努める。   

（1.3.7）

 6 ．施工体制台帳

 7 ．文化財その他

 9 ．実施工程表

10 ．工事の記録

11 ．電気保安技術者

12 ．施工条件 (平成２１年４月１日告示第60号)に基づきVOC等の測定を行う。 （1.5.9）

※学校施設については、文部科学省「学校環境衛生基準」

測定方法等は「揮発性有機化合物の室内測定容量」参照

測定位置、方法については、測定前に監督職員に確認する。

　※現場説明書による　　・図示

測定対象室

　VOC測定の検体数

　ホルムアルデヒド測定の検体数　　・　　カ所

室内空気中化学物質の濃度測定　　・行う　　・行わない

４

見本施工の実施箇所（　　　　　　　　　　　　　）　工種（　　　     　　　） （1.5.5）

※参考受入場所は現場説明書による                                          (1.3.12)

　　  産の処理について

※既存部分の破壊を行った場合の補修方法は図面図示による。　　　　（1.5.2）（1.5.3）

（1.4.1）

　建築基準法、建設リサイクル法、環境基本法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染

　防止法、水質汚濁防止法、廃棄物処理法、土壌汚染対策法、資源有効利用促進法

　その他関係法令等に定めるところによるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い、

　工事の施工の各段階において、騒音、振動、粉塵、臭気、大気汚染、水質汚濁等の

  影響が生じないよう、周辺環境の　保全に努める。

 　　 保全等

･工事における振動被害防止要領の適用　振動計の設置については現場説明書による

※ 提出する(CD-R等にて)　　・提出しない

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、監督員の承諾を受け、当該製品の指定

工法によることができる。

　本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。

ただし、同等のものとする場合は、監督員の承諾を得る。

なお、「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官房営繕部監修

「建築材料・設備機器等性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」による。

福岡県認定リサイクル製品の使用製品名及び使用部位については、現場説明書によること。

環　境　へ　の　配　慮　に　つ　い　て

　国による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）により、環境負
荷の低減できる材料を選定すること。
　使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配
慮すること。
　工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。
　指定品目、判断基準は「Ｈ２７年度福岡県環境物品等調達方針」によること。

適用工事

 23 ．完成図等 　種類及び提出形式は下記による （1.7.2）

 1．足場その他

内部足場 ※脚立、足場板等 ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

防護シートによる養生※行う ・ 行わない

材料、撤去材等の運搬・ A種

既存部分の養生

固定家具の養生 ・行わない

既存家具の養生 ※ビニールシート等

・行う（図示）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

手　す　り　先　行　足　場　に　つ　い　て

（2.2.1）

（2.3.1）

足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省 基発第04

24001号平成21年4月24日）」の「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものと

なお、設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の

（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

し、足場組立て、解体、変更の作業時及び使用時には、常時、手すり、中桟及び両面幅木

の機能を有するものを設置しなければならない。

外部足場

(表2.2.1)※B種　　・ C種　　・ D種　　･E種

※ビニールシート等 ・合板　　･（　　　　　　　　）

 35 ．竣工後の調査

　　　の取り扱い

　　（ﾒｰｶｰ仕様の図面）

 34 ．参考図

等品以上であれば使用できる。

　参考図の製品等の使用にあたっては、参考図以外の形状等に多少相違がある製品等でも同

　竣工後(※２　・１)年以内に当該工事範囲に関する経年変化の状況を調査し、報告すること。

 33 ．総合図での調整 　各工事の着工に先立ち、各施工図の基準となる総合図を作成し、監督員の承諾を受ける。

総合図は施工図作成に先立ち、建築・設備・その他別途発注工事業者の情報などをすべて

盛り込んだ図面とし、それらの接点の細部調整を行う。

総合図の調整は、建築工事の請負者が行い、設備工事・その他の請負者がそれに協力する。

 32 ．接着剤 ホルムアルデヒド放散等級（※Ｆ☆☆☆☆　・Ｆ☆☆☆　・Ｆ☆☆　）

      地表面粗度区分 地表面粗度区分（・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ　　 ）

風速　　　　　（・34ｍ/秒　・　　　　） 31 ．風速及び

　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　　※駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

　　※図示した壁、天井の仕上げ材、下地材の切込み及び下地材の補強

　　※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

　・施工範囲は下記による

　※施工区分表による 30 ．設備工事との

      取合い

 29 ．原形復旧  　工事中、取合部その他本工事範囲外の部分に汚損が生じた場合は原形に復する。

 28 ．敷地に関する調査 　・敷地内障害物の調査　　・敷地内配管、配線の調査　　・地下水位の調査

 ・各種残留物等の撤去は下表による。　※を標準とする。
 ・什器、備品類等の撤去

 ・廃PCB ・特定フロンガス ・廃石綿等 ・（　　　　　　）

 ・植栽（　　　　　　） ・（　　　　　　）

 ・門、門塀 ・塀、フェンス ・舗装（　　　　　　）

 ・有害廃棄物の処理

 ・屋外付帯

 ・建物への引込管 ・敷地への引込管（廃止） ・（　　　　　  　）

 ・ガス設備  ・建物内配管 ・ガス設備機器 ・（　　　　　　）

 ・建物内風道

 ・建物内配管 ・空調設備機器 ・（　　　　　　） ・空調設備

 ・建物への引込管 ・敷地への引込管（玉下ろし） ・（　　　　  ）

 ・建物内配管配線 ・衛生設備機器 ・（　　　　　　） ・給排水設備

 ・建物への引込線 ・敷地への引込線（廃止）　　・（　 　　　　）

 ・建物内配管配線 ・電気設備機器 ・（　　　　　　） ・電気設備

 ・付属構造物

 ・建築物

 ・浄化槽 ・貯油槽 ・杭 ・（キュービクル基礎）

 ・地上部 ・地下部 ・杭 ・（倉庫）　・（　　　　　 　　）

 27 ．解体等工事の範囲  　解体等工事にかかる範囲は以下のとおり。

 26 ．過積載の防止

　積載装置の不正改造をしたダンプトラックは工事現場内に出入りさせないこと。

　ダンプトラック等による工事用資機材等の過積載を行わないこと。さし枠の装置又は物品

 25 ．設計ＧＬ 　※図示による　　・現状地盤の平均高さとし、監督員の指示による

※取り扱い説明書、メンテナンスについての注意事項

保全に関する説明書：※建物概要及び内部仕上げ表　※施工者一覧表

　　　　提出部数　※ 2 部　　・（　　）部

　（（財）建築保全センター発行）

　建設大臣官房官庁営繕部監修の「管理者のための建築物保全の手引き」

国土交通省HP｢施設保全マニュアル作成要領｣

　「標仕」1.7.3(a)の他、下記について必要事項を記入のうえ監督員に提出する。 24 ．保全に関する資料

　（注）データの提出はCD-R、DVD-R又はUSBフラッシュメモリーに保存して提出すること。

 4．監督員事務所 ※設ける　 ・ 設けない

※構内に新設する。（　　   　㎡程度）

・既存建物内の一部を使用する。

　備品については、監督員の指示による。

（2.4.1）

 5．工事用水 構内既存の施設

構内既存の施設 6．工事用電力

 7．総合仮設計画書

 8．危険防止 仮囲い等

・ 利用できる（※有償　　・ 無償）　※利用できない

・ 利用できる（※有償　　・ 無償）　※利用できない

・ 設けない　　※設ける

　※要する　　　・要しない

設置方法 ※ 成形鋼板(Ｈ＝2.0ｍ) ・ 亜鉛引鉄板(Ｈ＝　　　　ｍ) ・ シート張り　

・ロープ張り   ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

ゲート ・ シート（Ｗ＝4.5ｍ）  ・ パネル（Ｗ＝　　　　ｍ）

・ ハンガー（Ｗ＝　　　　ｍ）

垂直防護施設 ・ 養生シート（・防炎Ⅰ類　・防炎Ⅱ類）・防音シート（防炎Ⅰ類同等）

・ 枠付き金網　・アルミ防音パネル　・（　　　　　　　）

水平防護施設 ・ 防護柵（朝顔）  ・ ダブルネット

防護施設等取付足場

設置範囲

設置期間

※図示による  ・ 監督員の指示による

※工事期間中  ・ 監督員の指示による

３
　
　
防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

10．工事表示板等 監督員の指示による

乗入れ構台

養生構台

・ 設置する（幅員　　　ｍ、長さ　　　ｍ）  ・ 設置しない

・ 設置する（図示による）  ・ 設置しない 9．構台

交通誘導員  ・ 配置する（　　１　名以上）  ・ 配置しない

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること。11．工事車両の出入口

 1．改修方法の種類

　　及び工程

防水改修方法の種類及び工程については「改修標仕」表３．１．１による。 （表3.1.1）

シーリング改修工法の種類及び工程については「改修標仕」表３．１．２による。（表3.1.2）

2．アスファルト防水 (3.3.2,3) (表3.1.1) (表3.3.3～10)

アスファルトの種類　　※3種                   　　　　              (3.2.2)(3.3.2)

M3D、POD、P0DI、M3DI、及びM4DI工法の脱気装置　　※設ける　・設けない       (3.3.3)

断熱工法の断熱材                                                           (3.3.2)

　・コンクリート

                   (見え隠れ部分）

　　　　　　　　　・市販品のれんが又は市販品のれんが形コンクリートブロック

　・れんが　　　　※JIS　R　1250によるもの

　・乾式保護材　　※押出成型セメント版(厚さ15mm)　

立上り部の保護材                                                           (3.3.2)

　※押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂＡ（スキン層付き）　厚さ(mm)　※25　　

　・A種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板３種ｂ（スキンあり）　厚さ（㎜）・　

 3．改質アスファルト

　  シート防水

（表3.4.2,3) (表3.1.1) (表3.4.1～3)

M3ASI、M4ASI及びP0ASI工法の防湿層　　・設ける　・設けない　　　　　　    (表3.4.3)

M3AS、P0AS、M3ASI、M4ASI及びP0ASIの脱気装置　　※設けない　・設ける　　    (3.4.3)

 4．合成高分子系ルー

　  フィングシート防水

(3.5.2,3) (表3.1.1) (表3.5.1)

仕上げ塗料の使用量　

目地処理 ※PCコンクリートの場合　・ALCパネル下地で種別S-C1の場合　    　　 (3.5.4)

脱気装置　　・設ける　・設けない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     (3.5.3)

 5．塗膜防水 (3.6.3)(表3.6.1)

 6. シーリング シーリング改修工法の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　     (3.1.4) (表3.1.2)

　・シーリング充填工法　　　　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法　　　・ブリッジ工法

シーリング材の種類

　「改修標仕」表3.7.1による。                                              (表3.7.1)

　接着性試験　　※ 簡易接着性試験                                           （3.7.8）

　　　　　　　　・ 引張接着性試験（部位　　　　　　　）

13 ．施工中の安全確保

14 ．建設リサイクル法

15 ．工事に伴う建設副

16 ．施工中の環境

17 ．再資源利用(促進）

18 ．建築材料等

19 ．施工数量調査

20 ．技能士

21 ．施工の検査等

22 ．ホルムアルデヒド

　　 及び揮発性有機化

 　　合物の測定

調査項目 調査範囲 調査方法 報告書・数量書

※２部

※２部

※２部

工　事　種　別 技能検定職種 備考

・鉄筋工事

・コンクリート工事

・木工事

・左官工事

・塗装工事

・屋根及び樋工事

・内装工事

・内装工事

・金属工事

・植栽工事 造園

内装仕上げ施工（鋼製下地）

表装

内装仕上げ施工

建築板金

塗装

左官

建築大工

型枠施工

鉄筋施工

　請負額　300万以上

種類

完成図

※設計図一式

総合図

※一式

施工図

※構造躯体
※平面図

※建具
※屋根及び樋

・（　　　　　）

工作図

※家具図

・（　　　　　）

提出形式

※二つ折り青焼き又は白焼き製本（Ａ１）

※ＣＡＤデータ(ＪＷＷ又はＤＸＦ又はＦＳＣ)

※ＴＩＦＦデータ(竣工図電子データ作成要領による)

※二つ折り青焼き又は白焼き（適宜：Ａ１又はＡ３）

※二つ折り青焼き又は白焼き（適宜：Ａ１又はＡ３）

※二つ折り青焼き又は白焼き（適宜：Ａ１又はＡ３）

※１部

部数

・（　　）部

※１部
・（　　）部

※１部
・（　　）部

※１部

・（　　）部

区分

アスベスト含有建材

オイルタンク内のオイル

ピット（浄化槽、便槽）汚泥

使用されていた酸、アルカリ、薬品等

医療系特別管理産業廃棄物、放射性廃棄物

フロン、ハロン使用機器

ＰＣＢ使用機器

建物管理者

※

※

※

※

工事請負者

※

※

※

種別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

仮設扉

下地

・軽量鉄骨

・ 木下地

単管下地

※木製扉

・ 鋼製扉

※合板張り程度

・（　　　　　　　　　　）程度

防湿シート

・石こうボード（※9.5・　　　）

・合板（・9.0　・12.0）

　仕上材　（厚さ　　ｍｍ）

厚さ　　　ｍｍ

充てん材 塗装

※　無し

・片面

※　無し

・片面

・ M4SI工法

・ M4S工法

・ S3SI工法

・ S3S工法

・ S4SI工法

・ POSI工法

の種別
防水改修工法 新規防水層

の種別

・S-F1  ・S-F2
・S-M1　・S-M2
・S-M3

・SI-F1　・SI-F2
・SI-M1　・SI-M2
・SI-M3

・S-F1  ・S-F2

・SI-F1  ・SI-F2

・S-M1  ・S-M2
・S-M3

・SI-M1  ・SI-M2
・SI-M3

立上り

平場

施工箇所 仕上げ塗料塗り

・シルバー

・ カラー

・ 製造メーカー仕様

※非歩行

使用分類

・ P0ASI工法

・ M4ASI工法

・ M3ASI工法

・ P0AS工法

・ M3AS工法

・ M4AS工法

防水改修工法の種別 新規防水層の種別

 ・ AS-1 ・ AS-2 ・ AS-3

 ・ AS-4 ・ AS-5 ・ AS-6

 ・ ASI-1 ・ ASI-2

厚さ(mm) 施工箇所

防水

屋内

防水改修工法種別

・ P1B工法

・ P1BI工法　 ・ T1BI工法

・ P2AI工法

・ P2A工法

・ M4C工法

・ M3D工法　　・ P0D工法

・ P0DI工法   ・M3DI工法

・ M4DI工法

・ P1E工法　  ・P2E工法

・B-1   ※　B-2

・BI-1  ※　BI-2

・AI-1  ※　AI-2

・A-1   ※　A-2

・C-1   ※　C-2　 

・D-1   ※　D-2　 

・DI-1  ※　DI-2

・E-1   ※　E-2

（保護層は図示による）

新規防水層の種別 施工箇所

保
護
防
水

露
出
防
水

排　出　ガ　ス　対　策　型　建　設　機　械　に　つ　い　て

「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき、指定された建設機器を使用すること。
（対象機種：ﾊﾞｯｸﾎｳ、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ、ﾄﾗｸﾀｰｼｮﾍﾞﾙ（車輪式）、空気圧縮機（可動式）、
油圧ﾕﾆｯﾄ（油圧ﾊﾝﾏ･ｱｰｽｵｰｶﾞ油圧式鋼管圧入引抜機･油圧式杭圧入引抜機 ｱｰｽｵｰｶﾞ
･ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機・ﾘﾊﾞｰｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝﾄﾞﾘﾙ・ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ・地下連続壁施工機・全回転型 
ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機の基礎工事用機械のうちﾍﾞｰｽﾏｼﾝとは別に独立したﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動の
油圧ユニットを搭載しているもの）、ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗｰ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ、ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝ、発電発動
機（可動式（溶接兼用機を含む））但し、以上はﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ（ｴﾝｼﾞﾝ出力7.5Ｋｗ以上
260Ｋｗ以下）を搭載したものに限る。）

外壁劣化調査 外壁全体 目視及び打診 ※２部　・１部

・ 単管一本足場  ・ 枠組本足場（Ｗ＝　　ｍ）  ・（　　　　　　　　　）

施工箇所 改修工法種別

　・　P0X

　・　L4X

　※　X-1

　※　X-2

新規防水層種別 仕上げ塗料塗り

　※ カラー　・ シルバー

　※ カラー　・ シルバー

　　脱気装置　　※図面図示による   ・ 種類（　　　　　） ・ 設置数量（　　　　　）

※枠組足場　　･くさび緊結式足場　･単管足場　･（　　　　　　　　　　）

（建築工事編）（平成３１年版）」（以下「改修標仕」）及び「建築改修工事監理指針（平成３１年版）」による。

編）（平成３１年度版）」及び「建築工事監理指針（平成３１年版）」による。

（１）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成 31 年版」国土交通省大臣官房官庁営繕

（２）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成 31 年版」国土交通省大臣官房官庁

（３）「公共木造建築工事標準仕様書　平成31年版」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

（４）「建築物解体工事共通仕様書　平成31年版」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

（１）｢建築構造設計基準 平成30年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

（３）｢鉄筋コンクリート構造配筋要領　平成11年版｣　建設大臣官房営繕部監修　

（５）｢建築工事監理指針　令和 元 年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

（６）｢建築改修工事監理指針　令和 元 年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

改修工事特記仕様書(1)

・ P0S工法

・ S4S工法

泉中学校体育館屋根改修工事

行橋市西泉五丁目7番1号

・X-1

SUS製 内訳書参照

ｸﾞﾘｰﾝﾌｪﾝｽ程度

脚立、簡易移動式足場

施設を使用しながらの施工

くさび緊結式　

泉中学校体育館屋根改修工事

ﾊﾞﾙｺﾆｰ



・1本/1枚

※検査

　図面番号

　工事名称　承認覧　備考

　日付

　尺度

　図面名称

都市整備部

建築政策課

福岡県行橋市中央一丁目１番１号
ＴＥＬ：０９３０－２５－１１１１

行橋市役所

改修工事特記仕様書(2)

Ａ－０２

(1.5.3)

(1.5.3)

４（

３）

外
　
壁
　
改
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事
　
タ
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ル
　
張
　
り
　
仕
　
上
　
げ

タイルの試験張り ※行わない ・行う
タイルの見本焼き ※行わない ・行う

標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする。役物

４（

３）

外
　
壁
　
改
　
修
　
工
　
事
　
塗
　
り
　
仕
　
上
　
げ

５
　
建
　
具
　
改
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工
　
事

３
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修
　
　
工
　
　
事

 7. とい

 8. アルミニウム製笠木

 9．施工

防露材のホルムアルデヒド放散量       ※　F☆☆☆☆のもの　・（　　　　　　　）

棟上避雷導体システム

といの材種等　・　（       　　　　　　　　　　　）                 　　　 （3.8.2）

鋼管製といの防露巻きは「改修標仕」表3.8.5による。                  　　　  （3.8.3）

（3.9.2）

表面処理

部材の種類  ・ 250形 ・ 300形 ・ 350形 ・ （　　　　　　　）     

※ Ａ－１種又はＢ－１種 ・ （　　　　　　　）

※ 無 ・ 有

次表のとおりとする。

11．その他の防水

10．保証年限 防水保証年限は、引渡の日から次表のとおりとする。

保証については防水工事業者が、（-社）福岡県防水工事業協会会員の場合は、請負

業者、防水工事業者、（-社）福岡県防水工事協会の連名保証とする。

その他の場合は、請負業者、防水工事業者、製造メーカーの連名保証とする。

 1．施工調査数量 調査範囲 ※図示　　　　・（　　　　　　　　　　　） (1.5.2)

調査項目　　 ※ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の

挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

調査方法　　　　

調査報告書 ※（　　　　　）部を監督員に提出する。

補修方法 2．調査のための

    破壊部分の補修

 3．ひび割れ部改修方法 ・樹脂注入工法

・図示　　　　・（　　　　　　　　　　　　　） (1.5.3)

　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　・機械式エポキシ樹脂注入工法

　　 注入口間隔　　　　　　　　　　　

　　エポキシ樹脂の注入量　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　・実施する　　　　　※実施しない

　　コア抜き取り個数　　　ひび割れ長さ　　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　ひび割れ長さ　　500m毎及びその端数につき１個

　　コアの形状　　　　径50mm　　深さ70mm

　　抜き取り部の補修方法　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・Ｕカットシール材充填工法

　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　 注入口間隔　　　　　　※200～300mm間隔

　　 エポキシ樹脂の注入量　・（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　 ・（　　　　　　　　　　　　）

(4.2.2)(4.3.5)

(4.2.2)(4.3.4)

・シール工法

・充填工法 4．欠損部改修方法

(4.2.2)(4.3.6)

(4.2.2)(4.3.7)

４（

３）

外
　
壁
　
改
　
修
　
工
　
事
　
タ
　
イ
　
ル
　
張
　
り
　
仕
　
上
　
げ

 1．施工調査数量 (1.5.2)※図示　　　　・（　　　　　　　　　　　）

※ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動

※モルタルのはがれ及び剥離部を壁面に表示する。

※浮き部分を壁面に表示する。

　の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

調査方法

調査項目

調査範囲

調査報告書 ※（　　　　　）部を監督員に提出する。

補修方法 ・図示　　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

（１）延べ面積が５００㎡以上の建築物

（２）特殊な用途等に係る建築物で、

      高度な防水技術を要するものと

      監督員が承諾する場合

（３）　（１）、（２）以外の場合

防水施工業者は、建設業法第３条の許可（防水工事業）を受けて

いる者で、（社）福岡県防水工事業協会会員又は、これと同等以上

の施工責任が認められる者から選ぶこと。

防水施工工事業者は、建設業法第３条の許可（防水工事業）を受け

ている者から選ぶこと。

保証年限（年）

10

7

アスファルト防水（A-1,2,3、Al-1,2,3、B-1,2,3、Bl-1,2,3、D-1,2,3,4、DI-1,2）

改質アスファルトシート防水（AS-T1,2,3,4、AS-J1,2、ASI-T1、ASI-J1）

合成高分子系ルーフィングシート防水（S-F1,2:ｼｰﾄ(ｱ)1.5mm及び

2.0mm、S-M1,2,3、SI-F1,2、SI-M1,2）、塗膜防水（X-1,2）

合成高分子系ルーフィングシート防水（S-F1:ｼｰﾄ(ｱ)1.2mm）

防水の種類

施工箇所 種別・工法 保証年限（年） 備考

※エポキシ樹脂

（・低粘度形　　・中粘度形）

・軟質形エポキシ樹脂

JIS　A6024の規格品

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

材　　料 製　造　所

0.3以下

0.3～0.5

0.5～1.0

50～100

100～200

150～200

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

材　　料 種　　別 備　　考

・シーリング用材料

　JIS　A5785

※１成分形又は２成分形

・（　　　　　　　　）

・ポリマーセメントモルタルの充填

　　※行う　　　　・行わない

製造所　・（　　　　　　　　　）

製造所　・（　　　　　　　　　）・可とう性エポキシ樹脂

　JIS　A6024

材　　料

材　　料

製　造　所

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

４
　
　（

２）

　
　
外
　
壁
　
改
　
修
　
　
工
　
事
　
モ
　
ル
　
タ
　
ル
　
塗
　
仕
　
上
　
げ

 2．調査のための

    破壊部分の補修

 3．ひび割れ部改修方法 ・樹脂注入工法 (4.1.4)(4.2.2)(4.3.4)

材　　料

※エポキシ樹脂

（・低粘度形　　・中粘度形）

・軟質形エポキシ樹脂　JIS　A6024

製　造　所

JIS　A6024の規格品

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

注入工法の種類

　注入工法の種類

　　・自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・パテ状エポキシ樹脂　JIS　A6024

・可とう性エポキシ樹脂　JIS　A6024

製　造　所

・エポキシ樹脂モルタル　JIS　A6024

・ポリマーセメントモルタル

　　  　注入孔間隔　　　　　　　※200～300mm間隔　・（　　　　　　　　　　）

　　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　　・機械式エポキシ樹脂注入工法

　　　　エポキシ樹脂の注入量　　・（　　　　　　　　　　　　）

ひび割れ幅(mm) 注入パイプの間隔(mm)

50～100

100～200

150～200

0.3以下

0.3～0.5

0.5～1.0

　　注入孔間隔　　　　　　　　　　　

　　エポキシ樹脂の注入量　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　コア抜き取り個数　　　ひび割れ長さ　　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　ひび割れ長さ　　500m毎及びその端数につき１個

４
　
　（

２）

　
　
外
　
壁
　
改
　
修
　
　
工
　
事
　
モ
　
ル
　
タ
　
ル
　
塗
　
仕
　
上
　
げ

・Ｕカットシール材充填工法 (4.1.4)(4.2.2)(4.3.5)

　　コアの形状　　　　径50mm　　深さ70mm

　　抜き取り部の補修方法　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

材　　料 種　　別 備　　考

・シーリング用材料

　JIS　A5785

※１成分形又は２成分形

・（　　　　　　　　）

・ポリマーセメントモルタルの充填

　　※行う　　　　・行わない

製造所　・（　　　　　　　　　）

製造所　・（　　　　　　　　　）・可とう性エポキシ樹脂

　JIS　A6024

・シール工法

　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

(4.1.4)(4.2.2)(4.3.6)

材　　料

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　）・パテ状エポキシ樹脂　JIS　A6024

・可とう性エポキシ樹脂　JIS　A6024

製　造　所

(4.2.2)(4.4.8)・充填工法

　既存モルタル面の欠損部

・モルタル塗替え工法

　　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置

　　　※図示　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

改修工法の種類 材　料

・充填工法

・モルタル塗替え工法

・ポリマーセメントモルタル

改修標仕4.2.2(g)による

既製目地材

　・適用する

　　（形状　※図示　・　　　）

品質・規格等

塗厚25mmを超える場合の補強

※行う　・行わない　・図示

 4．欠損部改修方法

 5．浮き部改修方法

(4.2.2)(4.4.9)

(4.1.4)(4.4.10～15)(表4.4.3,4)

※13

※13

※9

※9

※9 ※16

※16

※16

※20

※20

改修工法の種類

（モルタルを撤去しない場合）
（本/ｍ2）

注入口の箇所数

（箇所/ｍ2）

アンカーピンの本数

一般部一般部 指定部

※16 ※25

※12

※12

※9

- -

- -

指定部

※20

※20

※16

※16※9 ※50

※25

※25

※50

※25

※25・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー

　注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー

　注入工法

　アンカーピン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　(4.2.2)

　注入口付アンカーピン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　(4.2.2)

充填量

又は注入量

（箇所/ml）

 1．施工調査数量 (1.5.2)

調査範囲 ※図示　　　　・（　　　　　　　　　　　）

調査項目　　 ※ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、

※タイルの剥がれ及び剥落部を壁面に表示する。

※浮き部分を壁面に表示する。

調査方法 ・図示　　　　※目視及び打診　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

調査報告書 ※（　　　　　）部を監督員に提出する。

補修方法 ・図示　　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

　漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

 2．調査のための

    破壊部分の補修

(4.1.4)(4.2.2)(4.5.5)・樹脂注入工法 3．ひび割れ部改修方法

　　注入工法の種類

　　　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　 　 注入孔間隔　　　※200～300mm間隔

　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　）

　　　　エポキシ樹脂の注入量

　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　）

　　　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　　　・機械式エポキシ樹脂注入工法

　・注入孔間隔　　　　　　　　　　　

ひび割れ幅(mm) 注入パイプの間隔(mm)

50～100

100～200

150～200

0.3以下

0.3～0.5

0.5～1.0

材　　料

※エポキシ樹脂

（・低粘度形　　・中粘度形）

・軟質形エポキシ樹脂　JIS　A6024

製　造　所

JIS　A6024の規格品

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　エポキシ樹脂の注入量　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　コア抜き取り試験

　　コア抜き取り確認　　・実施する　　　　　※実施しない

　　コア抜き取り確認　　・実施する　　　　　※実施しない

　　コア抜き取り個数　　　ひび割れ長さ　　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　ひび割れ長さ　　500m毎及びその端数につき１個

　　コアの形状　　　　径50mm　　深さ70mm

　　抜き取り部の補修方法　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

材　　料 種　　別 備　　考

・シーリング用材料

　JIS　A5785

※１成分形又は２成分形

・（　　　　　　　　）

・ポリマーセメントモルタルの充填

　　※行う　　　　・行わない

製造所　・（　　　　　　　　　）

製造所　・（　　　　　　　　　）・可とう性エポキシ樹脂

　JIS　A6024

　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・Ｕカットシール材充填工法 (4.1.4)(4.2.2)(4.5.6)

 4．欠損部改修工法

(4.5.8)

・タイル部分張替え工法 (4.5.7)

※ポリマーセメントモルタル

・変形シリコーン樹脂　　・エポキシ樹脂

材　　料 製　造　所

・（　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　）

・タイル張替え工法 (4.5.8)

(表4.5.1)　　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

中間3～4m程度

柱の両側又は開口端部上下及び

形式

方向

垂直方向

水平方向 各階ごと打継ぎ目地の位置

・ポリウレタン樹脂　　　・シリコン樹脂

　　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の寸法

柱形の両端及び3～4m程度

外部側に柱形のない場合 外部側に柱形のある場合

幅20mm以上、深さ10mm以上

幅10mm以上、深さ10mm以上

　　目地等の形状は、凹凸、広狭等のないものとする。

コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地

上記以外の箇所の目地

　　タイル張り工法と張付け材料の塗厚 (表4.5.3)

種類 塗厚(mm)

5～8

4～7

3～4

3～5

モルタル

モルタル
マスク張り

モザイクタイル張り

タイルの種類 タイルの大きさ 工法
張り付け材料

外装タイル 小口タイル

二丁掛けタイル以下

小口未満

小口未満

備考

１枚ずつ張り

付ける

ユニットごと

に張り付ける

密着張り

改良積上げ張り

改良圧着張り

タイル側3～4

下地側4～6

25mm角を越え

ユニットタイル

　　タイルの種類

施工箇所 形状・寸法
きじの質

磁器 せっ器 陶器 無ゆう 施ゆう

うわぐすり 役物

有 無 標準 特注

色 見本

焼き
備考

(4.2.2)(4.5.7)(4.5.8)

 5．浮き部改修方法 (4.1.4)(4.5.9～15）(表4.4.3,4)

改修工法の種類

（モルタルを撤去しない場合）

※9

※9

※9

※9

※13

※13

※16

一般部

アンカーピンの本数

指定部

※25

※20

※20

※16

※16

※16

※16 ※9

※9

※9

※12

※12

-

- -

-

※20

※20

※16

※16

※16 ※50

※50

※25

※25

※50

※25

※25

指定部一般部

注入口の箇所数 充填量

又は注入量

（箇所/ml）

（本/ｍ2） （箇所/ｍ2）

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー

　注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー

　注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

　テストハンマーによる打診により確認を行い、その結果を監督員に提出し、承諾を受ける。

　　材質　　　※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径4mmの丸棒で全ねじ切り加工したもの

　　材質　　　※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径外径6mm

　アンカーピン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　(4.2.2)

　　材質　　　※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径4mmの丸棒で全ねじ切り加工したもの

　注入口付アンカーピン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　(4.2.2)

　　材質　　　※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径外径6mm

 6．目地改修工法 ・目地ひび割れ部改修工法

　既製調合モルタル（目地材料） 製造所（　　　　　　　　　）

・伸縮調整目地改修工法 (4.1.4)(4.5.16)

(4.1.4)(4.5.16)

　シーリング用材料 種類 ※改修標仕(表3.7.1)による。

 1．施工調査数量 (1.5.2)調査範囲 ※図示　　　　・（　　　　　　　　　　　）

調査項目　　 ※仕上げ塗材等の劣化部分、剥落部分等を壁面に表示する。

※既存塗膜と新規塗材との適合性を確認する。

調査方法

調査報告書 ※（　　　　　）部を監督員に提出する。

 2．調査のための

    破壊部分の補修

補修方法 ・図示　　　　・（　　　　　　　　　　　　　） (1.5.3)

 3．既存塗膜等の除去、

　　下地処理及び下地

　　調整

(4.6.3)(表4.6.2～4.6.5）既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法　　　 　　　　

※高圧水洗工法（３０MPａ程度以上）

・サンダー工法（１０MPａ程度以上）

・塗膜剥離剤工法

・水洗い工法

※既存仕上げ面全体・図面図示

※既存仕上げ面全体・図面図示

※既存仕上げ面全体・図面図示

※上記処理範囲以外の既存面全面

・（　　　　　　　　　　　　）

・浮き部改修工法

・ひび割れ部改修工法

・欠損部改修工法

工法 処理範囲 下地処理

　　塗膜剥離剤　製造所（　　　　　　　　　　　　　　）

　　下地調整材

　　※下地調整塗材

　　・防水形仕上塗材主材を使用

　　・ポリマーセメントモルタル　　製造所（　　　　　　　　　　　　　）

 4．仕上塗材仕上げ

４（

３）

外
　
壁
　
改
　
修
　
工
　
事
　
塗
　
り
　
仕
　
上
　
げ

(4.1.4)(4.2.2)(表4.2.3)

種類 仕上げの形状 工法 備考

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材

呼び名

・外装薄塗材Si

・外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・防水形外装薄塗材E

・外装薄塗材S

・可とう形外装薄塗材Si

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・平たん状

・凹凸状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状

・吹放し

・平たん状

・凸部処理

・ひき起こし

・かき落とし

・凹凸状

・吹付け

・ローラー

・こて

上塗材

　  ※適用

・ｾﾒﾝﾄｽﾀｯｺ以外の塗材の場合

     （　　　　　　　）

 ・ 外装厚塗材Si,E

 ・外装厚塗材Ｃ

    ・適用　・適用しない

・吹付け

・ローラー

上塗材

※水系アクリルつやあり

 ・水系ポリウレタンつやあり

 ・ （　　　　　　　　）

ＲＳの場合は

溶剤系ポリウレタンつやあり

耐候性　※３種

防水形の増塗材　※行う

溶剤系ポリウレタンつやあり

・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・可とう形復層塗材CE

・複層塗材CE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・複層塗材RE

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RS

・防水形複層塗材RE

・凸部処理

・凹凸模様

・ゆず肌状

・可とう形改修塗材E

・可とう形改修塗材RE

・可とう形改修塗材CE

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

・吹付け

・ローラー

上塗材

※水系アクリルつやあり

・（　　　　　　　　　）

・溶剤系

・（　　　　　　　　　）

・可とう形改修用

・複層仕上塗材

　※ホルムアルデヒドの放散量 Ｆ☆☆☆☆等級のもの ・ （　　　　　　　　　　　　）

防火材料の指定

受けた防火材料とする。

※屋内の壁及び天井の仕上げ材は、建築基準法に基づき指定又は認定を

その他の材料

　セメント系下地調整材 JIS　A6916規格品

　ポリマーセメントモルタル ※監督員の承諾する製造所

・製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

・製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　剥離剤

 1．改修工法 既存建具を新規金属製建具に改修する場合の工法 (5.1.3)

　・　かぶせ工法　　・　撤去工法

 2．アルミニウム

    製建具

(5.2.2～4)（表5.2.1）（表5.2.2）

種別 外部に面する建具 内部建具

 ※ 普通サッシ

 ・ 　防音サッシ

 ・ 　断熱サッシ

表面処理

 ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ （　　　　　　　）

 性能 （　NAT 1級　　　　）

 性能 （　　　　　　　 　）

 ・ A-1種　・ A-2種　※ B-2種　・（　　　　　　） ※C-1種　・ C-2種

(5.2.3～4) 3．網戸

 4．樹脂製建具

　網の材種  ※ 合成樹脂製  ・ ガラス繊維入り合成樹脂製  ・ ステンレス製

※外面納まりの可動式  ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

種別

 ※ 普通サッシ

 ・ 　防音サッシ

 ・ 　断熱サッシ  性能 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 性能 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ （　　　　　　　）

外部に面する建具 内部建具

(5.3.1)（表5.3.1）

(5.4.2)

(5.4.3)

(5.4.4)

(5.5.2)

(5.5.3)

簡易気密型ドアセットの性能値

　※適用する （※Ａ－３　・ 　　　　　） ・ 適用しない

鋼板の厚さ  ※「改修標仕」表５．４．２による  ・ 建具表による

亜鉛めっき鋼板のめっき付着量  ※Ｚ１２又はＦ１２  ・ （　　　　　　）

 6．鋼製軽量建具

 5．鋼製建具

簡易気密型ドアセットの性能値 ※適用する（※A-3　・　　　　）・ 適用しない

　ビニール被覆鋼板　　　・適用する　　・適用しない

　カラー鋼板　　　　　　・適用する　　・適用しない

　召合わせ、縦小口包み板などの材質 ※鋼板 ・ ステンレス鋼板 ・ （　　　　　　　　）

(5.6.2～5) 7．ステンレス製建具 　材質 ※SUS304 ・ （　　　　　）表面仕上げ　※HL  ・（　  　　　）

　曲げ加工 ※普通曲げ  ・ 角出し曲げ

駆動力 ※電気式又は電動油式

電源 ※単相100V（過電流保護装置付）

センサの種類 ※熱線

補助センサ ※安全光線スイッチ１組

工事範囲 一次測配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次配線は本工事に含む。

※「改修標仕」表5.8.1による

※「改修標仕」表5.8.2による

・ （　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　 　　　）

・ （　　　　　　　　　　 　　）

（表5.7.1）(5.7.2～4) 8．建具用金物 　見本品を監督員に提出して承諾を受ける。

　マスターキー※製作する （※新規　・ 既存に合わせる）・製作しない

　建具金物の種類

 9．自動ドア開閉装置 開閉装置の性能値 (5.8.2～3)

種　　　　　類

シリンダ箱錠

本締り錠

ドアクローザ

ピポットヒンジ

評価名簿による

品　質　・　規　格

評価名簿によるヒンジクローザ

フロアヒンジ

金属屋根 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ・10　・　
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対象工区外壁全体

・図示　　　　※目視及び打診　　　・（　　　　　　　　　　）

1

対象工区外壁全体

1

・図示　　　　※目視及び打診　　　・（　　　　　　　　　　）

対象工区外壁全体

1

対象工区外壁全体

・図示　　　　※目視及び打診　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

1

図示

・吹付け

・ローラー

・こて

スイングドア用

スライディングドア用

・1本/1枚 ・25

・模様あわせ

(4.2.2)

・浮き部分撤去モルタル塗替え工法

※検査

　テストハンマーによる打診により確認を行い、その結果を監督員に提出し、

　承諾を受ける。

　　　厚さ　　※10　　　・（　　　　　　）

・固定用エポキシ樹脂

・注入用エポキシ樹脂

・ポリマーセメント

　高粘度形

　スラリー

・25

・（　　　　　）

・25

・（　　　　　）

・50

・（　　　　　）

　JIS　A6024の規格品

　JIS　A6024の規格品

材　　料 注入量(ｍｌ/箇所) 製造所

※破壊検査（アンカーピンの施工確認）

　検査数および方法は検査員の指示による。

泉中学校体育館屋根改修工事



設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当

承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印

承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号

（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記

月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日

事事事事事事事

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７

ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６

ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７

付 近 見 取 図付 近 見 取 図付 近 見 取 図付 近 見 取 図付 近 見 取 図付 近 見 取 図付 近 見 取 図

S=1/500S=1/500S=1/500S=1/500S=1/500S=1/500S=1/500 付近見取図・配置図付近見取図・配置図付近見取図・配置図付近見取図・配置図付近見取図・配置図付近見取図・配置図付近見取図・配置図

泉中学校泉中学校泉中学校泉中学校泉中学校泉中学校泉中学校

特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項

配置図　　　S=1/500配置図　　　S=1/500配置図　　　S=1/500配置図　　　S=1/500配置図　　　S=1/500配置図　　　S=1/500配置図　　　S=1/500

改修工事範囲を示す。改修工事範囲を示す。改修工事範囲を示す。改修工事範囲を示す。改修工事範囲を示す。改修工事範囲を示す。改修工事範囲を示す。

市市市市市市市

道道道道道道道

ネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンス

浄化槽浄化槽浄化槽浄化槽浄化槽浄化槽浄化槽

ブロア－室ブロア－室ブロア－室ブロア－室ブロア－室ブロア－室ブロア－室 相談室相談室相談室相談室相談室相談室相談室
男子男子男子男子男子男子男子女子女子女子女子女子女子女子

便所便所便所便所便所便所便所 便所便所便所便所便所便所便所民家民家民家民家民家民家民家
P.SP.SP.SP.SP.SP.SP.S洗面洗面洗面洗面洗面洗面洗面洗面洗面洗面洗面洗面洗面洗面D.SD.SD.SD.SD.SD.SD.S D.SD.SD.SD.SD.SD.SD.S

D.ND.ND.ND.ND.ND.ND.N 手洗い手洗い手洗い手洗い手洗い手洗い手洗い廊下廊下廊下廊下廊下廊下廊下D.ND.ND.ND.ND.ND.ND.N女子女子女子女子女子女子女子 男子男子男子男子男子男子男子 機械室機械室機械室機械室機械室機械室機械室
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部室部室部室部室部室部室部室

便所便所便所便所便所便所便所

倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫

民家民家民家民家民家民家民家 プ－ルプ－ルプ－ルプ－ルプ－ルプ－ルプ－ル

門門門門門門門

農道農道農道農道農道農道農道
運動場用地運動場用地運動場用地運動場用地運動場用地運動場用地運動場用地

選手控室選手控室選手控室選手控室選手控室選手控室選手控室

　バックネット　バックネット　バックネット　バックネット　バックネット　バックネット　バックネット
テニスコ－トテニスコ－トテニスコ－トテニスコ－トテニスコ－トテニスコ－トテニスコ－ト

選手控室選手控室選手控室選手控室選手控室選手控室選手控室

防球ネット防球ネット防球ネット防球ネット防球ネット防球ネット防球ネット

低鉄棒低鉄棒低鉄棒低鉄棒低鉄棒低鉄棒低鉄棒

ネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンス

砂場砂場砂場砂場砂場砂場砂場

高鉄棒高鉄棒高鉄棒高鉄棒高鉄棒高鉄棒高鉄棒

農道農道農道農道農道農道農道

※校内での車両通行は、最徐行とし、適時交通誘導員を配置すること。※校内での車両通行は、最徐行とし、適時交通誘導員を配置すること。※校内での車両通行は、最徐行とし、適時交通誘導員を配置すること。※校内での車両通行は、最徐行とし、適時交通誘導員を配置すること。※校内での車両通行は、最徐行とし、適時交通誘導員を配置すること。※校内での車両通行は、最徐行とし、適時交通誘導員を配置すること。※校内での車両通行は、最徐行とし、適時交通誘導員を配置すること。

※仮囲い、足場等の進入口は、鍵付とし、原則として工事関係者以外の立入り禁止※仮囲い、足場等の進入口は、鍵付とし、原則として工事関係者以外の立入り禁止※仮囲い、足場等の進入口は、鍵付とし、原則として工事関係者以外の立入り禁止※仮囲い、足場等の進入口は、鍵付とし、原則として工事関係者以外の立入り禁止※仮囲い、足場等の進入口は、鍵付とし、原則として工事関係者以外の立入り禁止※仮囲い、足場等の進入口は、鍵付とし、原則として工事関係者以外の立入り禁止※仮囲い、足場等の進入口は、鍵付とし、原則として工事関係者以外の立入り禁止

　措置を行うこと。　措置を行うこと。　措置を行うこと。　措置を行うこと。　措置を行うこと。　措置を行うこと。　措置を行うこと。

※工事完了後は、使用ヶ所の整地等、現状復旧を行うこと。※工事完了後は、使用ヶ所の整地等、現状復旧を行うこと。※工事完了後は、使用ヶ所の整地等、現状復旧を行うこと。※工事完了後は、使用ヶ所の整地等、現状復旧を行うこと。※工事完了後は、使用ヶ所の整地等、現状復旧を行うこと。※工事完了後は、使用ヶ所の整地等、現状復旧を行うこと。※工事完了後は、使用ヶ所の整地等、現状復旧を行うこと。

※工事期間中は、十分な安全対策をし、第三者等に迷惑及、危害を及ばぬよにすること。※工事期間中は、十分な安全対策をし、第三者等に迷惑及、危害を及ばぬよにすること。※工事期間中は、十分な安全対策をし、第三者等に迷惑及、危害を及ばぬよにすること。※工事期間中は、十分な安全対策をし、第三者等に迷惑及、危害を及ばぬよにすること。※工事期間中は、十分な安全対策をし、第三者等に迷惑及、危害を及ばぬよにすること。※工事期間中は、十分な安全対策をし、第三者等に迷惑及、危害を及ばぬよにすること。※工事期間中は、十分な安全対策をし、第三者等に迷惑及、危害を及ばぬよにすること。
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泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事

Ａ-０３Ａ-０３Ａ-０３Ａ-０３Ａ-０３Ａ-０３Ａ-０３

NNNNNNN

工事場所：行橋市西泉五丁目7番1号工事場所：行橋市西泉五丁目7番1号工事場所：行橋市西泉五丁目7番1号工事場所：行橋市西泉五丁目7番1号工事場所：行橋市西泉五丁目7番1号工事場所：行橋市西泉五丁目7番1号工事場所：行橋市西泉五丁目7番1号

ネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンスネットフェンス

渡り廊下渡り廊下渡り廊下渡り廊下渡り廊下渡り廊下渡り廊下



設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当

承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印

承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号

（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記

月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日

事事事事事事事

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７

ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６

ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７

S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100 講堂１階平面図（改修前）講堂１階平面図（改修前）講堂１階平面図（改修前）講堂１階平面図（改修前）講堂１階平面図（改修前）講堂１階平面図（改修前）講堂１階平面図（改修前）

泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事
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体育倉庫体育倉庫体育倉庫体育倉庫体育倉庫体育倉庫体育倉庫

控室控室控室控室控室控室控室

放送室放送室放送室放送室放送室放送室放送室

控室控室控室控室控室控室控室

控室控室控室控室控室控室控室

ステージステージステージステージステージステージステージ
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ポーチポーチポーチポーチポーチポーチポーチ

男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所

廊下廊下廊下廊下廊下廊下廊下

身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所

男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室

女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室

女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所

指導員室指導員室指導員室指導員室指導員室指導員室指導員室

講　堂講　堂講　堂講　堂講　堂講　堂講　堂

バスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴール
バスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴール

バスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴール バスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴール
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器具庫器具庫器具庫器具庫器具庫器具庫器具庫

器具庫器具庫器具庫器具庫器具庫器具庫器具庫

DNDNDNDNDNDNDN

踊場踊場踊場踊場踊場踊場踊場

縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】

縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】

縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】

縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】

１階平面図(改修前)　　S=1/100１階平面図(改修前)　　S=1/100１階平面図(改修前)　　S=1/100１階平面図(改修前)　　S=1/100１階平面図(改修前)　　S=1/100１階平面図(改修前)　　S=1/100１階平面図(改修前)　　S=1/100



設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当

承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印

承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号

（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記

月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日

事事事事事事事

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７

ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６

ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７

S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100

泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事

講堂１階平面図（改修後）講堂１階平面図（改修後）講堂１階平面図（改修後）講堂１階平面図（改修後）講堂１階平面図（改修後）講堂１階平面図（改修後）講堂１階平面図（改修後）
Ａ-０５Ａ-０５Ａ-０５Ａ-０５Ａ-０５Ａ-０５Ａ-０５
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身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所

男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室男子更衣室

女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室女子更衣室

女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所

指導員室指導員室指導員室指導員室指導員室指導員室指導員室

講　堂講　堂講　堂講　堂講　堂講　堂講　堂

バスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴールバスケットゴール
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縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

DNDNDNDNDNDNDN

踊場踊場踊場踊場踊場踊場踊場

DNDNDNDNDNDNDN

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

１階平面図(改修後)　　S=1/100１階平面図(改修後)　　S=1/100１階平面図(改修後)　　S=1/100１階平面図(改修後)　　S=1/100１階平面図(改修後)　　S=1/100１階平面図(改修後)　　S=1/100１階平面図(改修後)　　S=1/100



月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日 設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日 設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計 技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図 承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印 工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称 設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号
（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記 泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号
〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７ 縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺 製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図 担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当 承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号事事事事事事事 S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６

ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ 監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

講堂２階平面図（改修前）講堂２階平面図（改修前）講堂２階平面図（改修前）講堂２階平面図（改修前）講堂２階平面図（改修前）講堂２階平面図（改修前）講堂２階平面図（改修前）
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屋根屋根屋根屋根屋根屋根屋根

縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150

屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5

ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：防水ﾓﾙﾀﾙ塗ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：防水ﾓﾙﾀﾙ塗ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：防水ﾓﾙﾀﾙ塗ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：防水ﾓﾙﾀﾙ塗ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：防水ﾓﾙﾀﾙ塗ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：防水ﾓﾙﾀﾙ塗ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：防水ﾓﾙﾀﾙ塗

塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水

庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】

縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150

渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根

縦引ﾄﾞﾚﾝ【撤去】縦引ﾄﾞﾚﾝ【撤去】縦引ﾄﾞﾚﾝ【撤去】縦引ﾄﾞﾚﾝ【撤去】縦引ﾄﾞﾚﾝ【撤去】縦引ﾄﾞﾚﾝ【撤去】縦引ﾄﾞﾚﾝ【撤去】

縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】

縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】

２階平面図(改修前)　　S=1/100２階平面図(改修前)　　S=1/100２階平面図(改修前)　　S=1/100２階平面図(改修前)　　S=1/100２階平面図(改修前)　　S=1/100２階平面図(改修前)　　S=1/100２階平面図(改修前)　　S=1/100 改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。



月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日 設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日 設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計 技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図 承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印 工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称 設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号
（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記 泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号
〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７ 縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺 製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図 担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当 承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号事事事事事事事 S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６

ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ 監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

講堂２階平面図（改修後）講堂２階平面図（改修後）講堂２階平面図（改修後）講堂２階平面図（改修後）講堂２階平面図（改修後）講堂２階平面図（改修後）講堂２階平面図（改修後）
Ａ-０７Ａ-０７Ａ-０７Ａ-０７Ａ-０７Ａ-０７Ａ-０７
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吹　抜吹　抜吹　抜吹　抜吹　抜吹　抜吹　抜 吹　抜吹　抜吹　抜吹　抜吹　抜吹　抜吹　抜

DNDNDNDNDNDNDN

小屋裏小屋裏小屋裏小屋裏小屋裏小屋裏小屋裏

屋根屋根屋根屋根屋根屋根屋根

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

軒樋：前高200W新設軒樋：前高200W新設軒樋：前高200W新設軒樋：前高200W新設軒樋：前高200W新設軒樋：前高200W新設軒樋：前高200W新設

平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)

庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】庇：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水【既存のまま】

渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根渡り廊下折板屋根

立上：既設防水層撤去,高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去,高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去,高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去,高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去,高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去,高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去,高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)

改修用ﾄﾞﾚﾝ新設　ｽﾄﾚｰﾅｰ共改修用ﾄﾞﾚﾝ新設　ｽﾄﾚｰﾅｰ共改修用ﾄﾞﾚﾝ新設　ｽﾄﾚｰﾅｰ共改修用ﾄﾞﾚﾝ新設　ｽﾄﾚｰﾅｰ共改修用ﾄﾞﾚﾝ新設　ｽﾄﾚｰﾅｰ共改修用ﾄﾞﾚﾝ新設　ｽﾄﾚｰﾅｰ共改修用ﾄﾞﾚﾝ新設　ｽﾄﾚｰﾅｰ共

ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)ﾊﾞﾙｺﾆ-床・立上：高圧洗浄後下地調整（C-2）の上、ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)

２階平面図(改修後)　　S=1/100２階平面図(改修後)　　S=1/100２階平面図(改修後)　　S=1/100２階平面図(改修後)　　S=1/100２階平面図(改修後)　　S=1/100２階平面図(改修後)　　S=1/100２階平面図(改修後)　　S=1/100

　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）
　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5
　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）

屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5
　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）

改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。改修工事範囲外を示す。



設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当

承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印

承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号

（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記

月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日

事事事事事事事

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７

ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６

ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７

S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100 講堂屋根伏図（改修前）講堂屋根伏図（改修前）講堂屋根伏図（改修前）講堂屋根伏図（改修前）講堂屋根伏図（改修前）講堂屋根伏図（改修前）講堂屋根伏図（改修前）

泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事

Ａ-０８Ａ-０８Ａ-０８Ａ-０８Ａ-０８Ａ-０８Ａ-０８
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3,400 47,500 1,760

8,500 4,775 5,090 5,090 5,090 5,090 5,090 4,775 4,000

X1X1X1X1X1X1X1 X10X10X10X10X10X10X10X6X6X6X6X6X6X6X5X5X5X5X5X5X5 X9X9X9X9X9X9X9X7X7X7X7X7X7X7 X8X8X8X8X8X8X8X2X2X2X2X2X2X2 X3X3X3X3X3X3X3 X4X4X4X4X4X4X4

RC下地RC下地RC下地RC下地RC下地RC下地RC下地鉄骨下地鉄骨下地鉄骨下地鉄骨下地鉄骨下地鉄骨下地鉄骨下地

縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150

樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋

縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150

屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5

縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150

樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋樋：ｽﾃﾝﾚｽ箱樋

縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150縦引ﾄﾞﾚﾝφ150

屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100



設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当

承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印

承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号

（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記

月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日

事事事事事事事

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７

ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６

ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７

S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100

泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事

講堂屋根伏図（改修後）講堂屋根伏図（改修後）講堂屋根伏図（改修後）講堂屋根伏図（改修後）講堂屋根伏図（改修後）講堂屋根伏図（改修後）講堂屋根伏図（改修後）
Ａ-０９Ａ-０９Ａ-０９Ａ-０９Ａ-０９Ａ-０９Ａ-０９
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RC下地RC下地RC下地RC下地RC下地RC下地RC下地鉄骨下地鉄骨下地鉄骨下地鉄骨下地鉄骨下地鉄骨下地鉄骨下地

軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設 軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設

　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）
　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）

　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）

屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5

　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5

屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100屋根伏図(改修前)　　S=1/100



設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当

承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印

承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号

（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記

月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日

事事事事事事事

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７

ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６

ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７

S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100

改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前

改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後

泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事

Ａ-１０Ａ-１０Ａ-１０Ａ-１０Ａ-１０Ａ-１０Ａ-１０

講堂立面図（改修前・後）講堂立面図（改修前・後）講堂立面図（改修前・後）講堂立面図（改修前・後）講堂立面図（改修前・後）講堂立面図（改修前・後）講堂立面図（改修前・後）

屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5 屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5

軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設

屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5

　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）

　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5

　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）
　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）

屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5

　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）

　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5

　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）
　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）

縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】 縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】縦樋：VPφ150【撤去】

縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】

縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設 （既存折板屋根に排水）（既存折板屋根に排水）（既存折板屋根に排水）（既存折板屋根に排水）（既存折板屋根に排水）（既存折板屋根に排水）（既存折板屋根に排水）

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設 縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定 ※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定※新設竪樋の落し口位置は現場協議の上決定

OPENOPENOPENOPENOPENOPENOPEN

南立面図(改修前)　　S=1/100南立面図(改修前)　　S=1/100南立面図(改修前)　　S=1/100南立面図(改修前)　　S=1/100南立面図(改修前)　　S=1/100南立面図(改修前)　　S=1/100南立面図(改修前)　　S=1/100

南立面図(改修後)　　S=1/100南立面図(改修後)　　S=1/100南立面図(改修後)　　S=1/100南立面図(改修後)　　S=1/100南立面図(改修後)　　S=1/100南立面図(改修後)　　S=1/100南立面図(改修後)　　S=1/100

北立面図(改修前)　　S=1/100北立面図(改修前)　　S=1/100北立面図(改修前)　　S=1/100北立面図(改修前)　　S=1/100北立面図(改修前)　　S=1/100北立面図(改修前)　　S=1/100北立面図(改修前)　　S=1/100

北立面図(改修後)　　S=1/100北立面図(改修後)　　S=1/100北立面図(改修後)　　S=1/100北立面図(改修後)　　S=1/100北立面図(改修後)　　S=1/100北立面図(改修後)　　S=1/100北立面図(改修後)　　S=1/100



設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当

承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印

承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号

（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記

月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日

事事事事事事事

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７

ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６

ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７

S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100

泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事

Ａ-１１Ａ-１１Ａ-１１Ａ-１１Ａ-１１Ａ-１１Ａ-１１

講堂立面図講堂立面図講堂立面図講堂立面図講堂立面図講堂立面図講堂立面図

8,500 35,000 4,000

47,500

4,775 5,090 5,090 5,090 5,090 5,090 4,7753,1505,350

X1X1X1X1X1X1X1 X2X2X2X2X2X2X2 X3X3X3X3X3X3X3 X4X4X4X4X4X4X4 X5X5X5X5X5X5X5 X6X6X6X6X6X6X6 X7X7X7X7X7X7X7 X8X8X8X8X8X8X8 X9X9X9X9X9X9X9 X10X10X10X10X10X10X10

3,500 1,750

8,50035,0004,000

47,500

4,7755,0905,0905,0905,0905,0904,775 3,150 5,350

X1X1X1X1X1X1X1X2X2X2X2X2X2X2X3X3X3X3X3X3X3X4X4X4X4X4X4X4X5X5X5X5X5X5X5X6X6X6X6X6X6X6X7X7X7X7X7X7X7X8X8X8X8X8X8X8X9X9X9X9X9X9X9X10X10X10X10X10X10X10

3,5001,750

▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL

▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL

軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設

軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設

軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設

軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設軒樋：塩ビ角樋前高200W新設

平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)平場：高圧洗浄後絶縁ｼ-ﾄ敷・塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-M2)

屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5

　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）
　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5

　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）
　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）

屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗ-鋼板 t=0.5

　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）　　　＋発砲ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=95（特号）

　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞ-ﾄﾞ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材)：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼ-ﾄt=5

　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙ-ﾋﾝｸﾞt=1.0（片面接着）
　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）

縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設縦樋：VPφ150新設

立上：既設防水層撤去、高圧洗浄後下地調整(C-2)の上塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去、高圧洗浄後下地調整(C-2)の上塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去、高圧洗浄後下地調整(C-2)の上塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去、高圧洗浄後下地調整(C-2)の上塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去、高圧洗浄後下地調整(C-2)の上塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去、高圧洗浄後下地調整(C-2)の上塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)立上：既設防水層撤去、高圧洗浄後下地調整(C-2)の上塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水(S-F2)

縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】縦樋：鋼管φ150【既存のまま】

既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5

既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5既存屋根：瓦棒葺ﾌｯ素樹脂塗膜鋼板　t=0.5

屋根足場屋根足場屋根足場屋根足場屋根足場屋根足場屋根足場

屋根足場屋根足場屋根足場屋根足場屋根足場屋根足場屋根足場

OPENOPENOPENOPENOPENOPENOPEN

西立面図　　S=1/100西立面図　　S=1/100西立面図　　S=1/100西立面図　　S=1/100西立面図　　S=1/100西立面図　　S=1/100西立面図　　S=1/100

東立面図　　S=1/100東立面図　　S=1/100東立面図　　S=1/100東立面図　　S=1/100東立面図　　S=1/100東立面図　　S=1/100東立面図　　S=1/100



設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当

承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印

承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号

（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記

月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日

事事事事事事事

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７

ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６

ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７

改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前 改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後

屋根：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水屋根：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水屋根：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水屋根：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水屋根：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水屋根：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水屋根：塩ﾋﾞ系ｼ-ﾄ防水

ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打

ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打ｱﾙﾐ押ｴｱﾝｸﾞﾙ・ｼ-ﾘﾝｸﾞ打

6
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0
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0

15
0
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0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

65656565656565

6
06
0

6
0

6
06
0

6
0

6
0
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0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

65656565656565

既設ｱﾙﾐ押ｴ金物撤去新設既設ｱﾙﾐ押ｴ金物撤去新設既設ｱﾙﾐ押ｴ金物撤去新設既設ｱﾙﾐ押ｴ金物撤去新設既設ｱﾙﾐ押ｴ金物撤去新設既設ｱﾙﾐ押ｴ金物撤去新設既設ｱﾙﾐ押ｴ金物撤去新設
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塩ﾋﾞ被覆鋼板(FLP-4)W=50塩ﾋﾞ被覆鋼板(FLP-4)W=50塩ﾋﾞ被覆鋼板(FLP-4)W=50塩ﾋﾞ被覆鋼板(FLP-4)W=50塩ﾋﾞ被覆鋼板(FLP-4)W=50塩ﾋﾞ被覆鋼板(FLP-4)W=50塩ﾋﾞ被覆鋼板(FLP-4)W=50



設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当

承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印

承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号

（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記

月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日

事事事事事事事

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７

ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６ＴＥＬ０９３０－２５－０９９６

ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７ＦＡＸ０９３０－２５－０９４７

講堂断面詳細図(改修前・後)講堂断面詳細図(改修前・後)講堂断面詳細図(改修前・後)講堂断面詳細図(改修前・後)講堂断面詳細図(改修前・後)講堂断面詳細図(改修前・後)講堂断面詳細図(改修前・後)

改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前改 修 前 改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後改 修 後

ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10
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屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5
カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2
パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25

軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5

内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工

水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5

軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付

モルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイル

屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5
カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2
パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25パーライトモルタルｔ＝25

軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4

モルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイルモルタルコテ押え 吹付タイル軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付軒裏：コンクリート打放しリシン吹付

システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：
遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5
＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）

軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ

軒樋：前高200W軒樋：前高200W軒樋：前高200W軒樋：前高200W軒樋：前高200W軒樋：前高200W軒樋：前高200W

塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ

塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー

掴み金具：ステンレス製掴み金具：ステンレス製掴み金具：ステンレス製掴み金具：ステンレス製掴み金具：ステンレス製掴み金具：ステンレス製掴み金具：ステンレス製

下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し

下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し

X10X10X10X10X10X10X10

既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺

下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6

　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5
　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）
　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）

　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）
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下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し下地：PL-1.6 通し
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ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(RC下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10

屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5
カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2
パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25

軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4

幕板：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4幕板：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4幕板：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4幕板：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4幕板：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4幕板：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4幕板：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4

軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付

ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修前）　S=1/10

ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10ケラバ(鉄骨下地)断面詳細図（改修後）　S=1/10

内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工内樋：ステンレスｔ＝1.5 現場溶接加工

FB-3.2×40@500FB-3.2×40@500FB-3.2×40@500FB-3.2×40@500FB-3.2×40@500FB-3.2×40@500FB-3.2×40@500

軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5

水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5水切：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5

屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5屋根：瓦棒葺 フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.5
カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2カムスターｔ＝1.2
パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25パーライト木毛板ｔ＝25

軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4軒先唐草：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4

フレキシブルボードｔ＝4（突付貼り）吹付タイルフレキシブルボードｔ＝4（突付貼り）吹付タイルフレキシブルボードｔ＝4（突付貼り）吹付タイルフレキシブルボードｔ＝4（突付貼り）吹付タイルフレキシブルボードｔ＝4（突付貼り）吹付タイルフレキシブルボードｔ＝4（突付貼り）吹付タイルフレキシブルボードｔ＝4（突付貼り）吹付タイル

見切り：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4見切り：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4見切り：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4見切り：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4見切り：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4見切り：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4見切り：フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4

軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付軒裏：ケイ酸カルシウム板ｔ＝5（突付貼り）リシン吹付

下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6

　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5　　　システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5
　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）　　　ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）
　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）

　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）
システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：システム断熱ボード（バックアップ材）：
遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5
＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝55（特号）

ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）ホットメルト注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）
ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）ゴムアスルーフィングｔ＝1.0（片面接着）
システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5システム断熱ボード（バックアップ材）：遮熱遮音無機質発泡両面アルミシートｔ＝5
＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）

軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ軒先化粧キャップ

軒樋：前高200W軒樋：前高200W軒樋：前高200W軒樋：前高200W軒樋：前高200W軒樋：前高200W軒樋：前高200W

塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ塩ビ自在ドレン150φ

幕板：フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝0.5幕板：フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝0.5幕板：フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝0.5幕板：フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝0.5幕板：フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝0.5幕板：フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝0.5幕板：フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝0.5

塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー塩ビVP150φカラー

下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し下地：ガルバリウム鋼板生地ｔ＝1.6 通し

既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺

下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3
既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺

既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺既存 瓦棒葺
下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3

X7X7X7X7X7X7X7X3X3X3X3X3X3X3
400400400400400400400 400400400400400400400 現場合ｾ現場合ｾ現場合ｾ現場合ｾ現場合ｾ現場合ｾ現場合ｾ

400400400400400400400 400400400400400400400 現場合ｾ現場合ｾ現場合ｾ現場合ｾ現場合ｾ現場合ｾ現場合ｾ

S=1/10S=1/10S=1/10S=1/10S=1/10S=1/10S=1/10

60
0

60
0

60
0

600600600600
600600600

600600600600
600600600

600600600600
600600600

取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600

泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事泉中学校体育館屋根改修工事

Ａ-１３Ａ-１３Ａ-１３Ａ-１３Ａ-１３Ａ-１３Ａ-１３

下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3
　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600

下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3下地：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板生地 t=2.3

取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600

　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600

　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600

取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600

　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600　　　40*35 L型@600

取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600取付金具@600

屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗｰ鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗｰ鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗｰ鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗｰ鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗｰ鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗｰ鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 GLｶﾗｰ鋼板ｔ＝0.5
　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）　　　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ注入（水密工法）（JIS認定工場 成型品）
　　　ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0（片面接着）　　　ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0（片面接着）
　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞｰﾄﾞ（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材）：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼｰﾄｔ＝5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞｰﾄﾞ（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材）：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼｰﾄｔ＝5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞｰﾄﾞ（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材）：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼｰﾄｔ＝5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞｰﾄﾞ（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材）：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼｰﾄｔ＝5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞｰﾄﾞ（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材）：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼｰﾄｔ＝5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞｰﾄﾞ（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材）：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼｰﾄｔ＝5　　　ｼｽﾃﾑ断熱ﾎﾞｰﾄﾞ（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材）：遮熱遮音無機質発泡両面ｱﾙﾐｼｰﾄｔ＝5
　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）　　　＋発泡ポリスチレンフォームｔ＝95（特号）

軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5

幕板：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5幕板：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5幕板：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5幕板：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5幕板：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5幕板：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5幕板：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5

屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5

ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5

屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5

ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5ケラバ唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5

屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5屋根：嵌合立平葺 HT-45 ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5

軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板ｔ＝0.5

軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10

軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修前）　S=1/10

軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10

軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10軒先(南側)断面詳細図（改修後）　S=1/10
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楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場

楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場

印部分ハ屋根足場ヲ示ス。印部分ハ屋根足場ヲ示ス。印部分ハ屋根足場ヲ示ス。印部分ハ屋根足場ヲ示ス。印部分ハ屋根足場ヲ示ス。印部分ハ屋根足場ヲ示ス。印部分ハ屋根足場ヲ示ス。 仮設計画図　　S=1/200仮設計画図　　S=1/200仮設計画図　　S=1/200仮設計画図　　S=1/200仮設計画図　　S=1/200仮設計画図　　S=1/200仮設計画図　　S=1/200

楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場楔緊結式足場

庇ﾗｲﾝ庇ﾗｲﾝ庇ﾗｲﾝ庇ﾗｲﾝ庇ﾗｲﾝ庇ﾗｲﾝ庇ﾗｲﾝ

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日

担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当

承認印承認印承認印承認印承認印承認印承認印

承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日承認年月日

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号設計番号技 図技 図技 図技 図技 図技 図技 図設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士監理建築士 杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦杉本　照彦

１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号１級建築士登録　第２３１６１７号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号事務所登録（知事）第１－２０００８号

（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　（有）　杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計杉 設 計記記記記記記記

月 日月 日月 日月 日月 日月 日月 日

事事事事事事事

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７〒８２４－００３３　福岡県行橋市北泉四丁目１４－７
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